
頁

1 ‐ 1～3

2 ‐ 1～3

3 ‐ 1～3

4 ‐ 1～3

5 ‐ 1～3

6 ‐ 1～3

7 ‐ 1～3

8 ‐ 1～3

9 ‐ 1～3

10 ‐ 1～3

11 ‐ 1～3

12 ‐ 1～3

13 ‐ 1～3

14 ‐ 1～3

15 ‐ 1～3

16 ‐ 1～3

17 ‐ 1～3

18 ‐ 1～3

19 ‐ 1～3

金剛保育園

金剛東保育園

大伴幼稚園

板持幼稚園

彼方幼稚園

彼方保育園

若葉保育園

大伴保育園

津々山台幼稚園

新堂幼稚園

青葉丘幼稚園

伏山台幼稚園

錦郡幼稚園

東条幼稚園

川西幼稚園

喜志西幼稚園

喜志幼稚園

施設分類

施設名

子育て支援系施設

富田林保育園

富田林幼稚園



令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 富田林幼稚園

新耐震 72/100S

階数
(地上)(地下)

耐震性

新耐震

劣化度

72/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

所管部署

2,554.00㎡

570.20㎡

888.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。
敷地面積のすべてが借地（2,554㎡）です。

■１　施設概要

施設名 富田林幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市常盤町15番1号 敷地面積

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

保健室

6

■２　建物設置状況

建築年度

保育棟 39年 636.00㎡ 2

劣化度

避難所指定

借地

1983 S58

土地

会議室

職員更衣室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- - プレイルーム

3歳保育室

4歳保育室

-

55%

60%

-

16198 20

198 20

195 20

11

12

80%

-

職員数

9

-

- -

5歳保育室

-

園児及びその保護者

■３　利用運営状況

10

建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

1管理・遊戯室棟 39年 314.00㎡

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

No

7

8

-

1

2

3

4

5

遊戯室

1983 S58

楽器の部屋

シャワー室

給湯室

-

-

-

-

-

-

-

-印刷室

- -

-

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

絵本の部屋

９：００～１７：００年間運営日数

-

-

-

-

-

-

-

利用率

-

-

-

-

-

-

-

- -

-

- -

- -

- -

1-1



■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持

備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
また、敷地が全面有償借地であるため、その解消に向けた取り組みが必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。
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■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について、保育室棟は令和3年度に屋根防水改修工事を実施しておりますが、管理・遊戯室棟ついては建築後30年を経過していることから、屋上防
水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・遊戯室棟 S58 60年

備考

保育棟 S58 60年

S 39年 21年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

S 39年 21年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

- -

利用率

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1963 S38

-

-

可能コマ数 利用コマ数 利用人数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

絵本の部屋

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

洗面所

給湯室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

遊戯室

多目的室

土地

683.00㎡

建物 市所有

S51

延床面積

2

建物名称
西暦 和暦

築年数

主な利用者・団体

施設利用状況
（令和3年度）

-

-

園児及びその保護者

教具室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

5歳保育室

職員更衣室

職員室

■

□ 指定管理

ー

室名 保育日数 利用定員

- - 会議室

3歳保育室

4歳保育室

-

- -

50%

70%

-

8198 20

198 20

195 20

10

14

40%

利用率在籍園児数

直営

■３　利用運営状況

1教具室棟 59年 101.00㎡

1968 S43

46年 RC1976

劣化度

避難所指定

市所有

管理・保育室棟

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

保健室

6

■２　建物設置状況

建築年度

遊戯室棟 54年 153.00㎡ 1

■１　施設概要

施設名 新堂幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市若松町四丁目7番1号 敷地面積

所管部署

3,411.00㎡

652.00㎡

937.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震

劣化度

75/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

W

旧耐震 75/100W

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 新堂幼稚園

旧耐震（耐震性能あり） 75/100
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、
現在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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長寿命化
RC 46年 14年 7.3

管理・保育室棟 S51 60年 屋上防水

W 54年 -14年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

遊戯室棟 S43 40年

W 59年 -19年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設については耐用年数を超過した木造の棟が複数あるため、計画的な改築が必要となります。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

教具室棟 S38 40年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 喜志幼稚園

所管部署

1,541.00㎡

-

413.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

34/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

■１　施設概要

施設名 喜志幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市木戸山町1番36号 敷地面積

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

2管理・保育室棟 46年 413.00㎡

■３　利用運営状況

3歳保育室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

遊戯室

絵本の部屋

-

-

給湯室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

70%

45%

-

10198 20

198 20

195 20

14

9

50%

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

No

7

8

4歳保育室

5歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

1976 S51

可能コマ数 利用コマ数 利用人数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

利用率

- -

- -
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■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持

備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。
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■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設は建築後30年を経過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・保育室棟 S51 60年

備考

S 46年 14年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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富田林市個別施設計画 大伴幼稚園

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

旧耐震（補強済） 77/100S

所管部署 教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

劣化度

避難所指定

2,340.00㎡

347.00㎡

647.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

■１　施設概要

施設名 大伴幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市南大伴町一丁目2番5号 敷地面積

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

管理・保育室棟 46年 620.00㎡ 2

階数
(地上)(地下)

市所有

耐震性

旧耐震

劣化度

40/100倉庫 56年 27.00㎡

1976 S51

-

- -

- -

会議室 - -

10%

195 20

2

8

給湯室

40%

-

絵本の部屋

198 20

- -

- -

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

S41 1

No

7

8

4歳保育室

5歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

職員室

1966

職員数

9

10

年間運営日数

■

□

直営

指定管理

ー

3

4

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

園児及びその保護者

■３　利用運営状況

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

5

施設利用状況
（令和3年度）

- -

遊戯室

９：００～１７：００

利用率

土・日曜日・祝
日・年末年始

２４０日 定休日 運営時間

保育日数 利用定員 在籍園児数

3歳保育室 12198 20 60%

室名 保育日数 利用定員

- -
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■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持

備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。
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■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について、倉庫棟は2026年度に耐用年数の築60年を迎えることから、長寿命化改修は実施しません。管理・保育室棟については建築後30年を経
過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

倉庫 S41 60年

備考

管理・保育室棟 S51 60年

S 56年 4年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

S 46年 14年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 板持幼稚園

所管部署

1,755.00㎡

386.39㎡

573.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。
敷地面積のすべてが借地（1,755㎡）です。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震

劣化度

72/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

■１　施設概要

施設名 板持幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市西板持町八丁目7番43号 敷地面積

劣化度

避難所指定

借地

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

2管理・保育室棟 40年 573.00㎡

■３　利用運営状況

園務員室

職員室

主な利用者・団体

利用率利用人数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 可能コマ数 利用コマ数

- -

倉庫

倉庫

-

-

休園中

-

- -

倉庫 - -

-

-

-

-- -

- -

- -

-

-

-

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

給湯室

― 定休日 運営時間―

No

7

8

シャワー室

倉庫

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

倉庫

1982 S57

-

-

可能コマ数 利用コマ数 利用人数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

倉庫

職員数

9

10

―年間運営日数

利用率

-

-

-

-

-

-

- -

- -

- -
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■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

しかしながら、本施設については、平成26年度より休園中であり、耐震性も確保されていないことから、活用の検討を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持

備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

除却

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

本施設は現状休園中であり利用者等はありません。
「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定に向けて広く意見聴取を行いニーズの把握に努めます。

本施設は現状休園中ですが、維持管理コストが発生しています。
また、園舎についても耐震補強が未実施のため、耐震性が確保されていません。

5-2



■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

本施設について、現在休園中であり、耐震性も確保されていないことから、廃止し除却を進めます。

施設整備計画

管理・保育室棟 S57 60年

備考

S 40年 20年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

利用率

1980 S55

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

3歳保育室

4歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

給湯室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

25%

35%

-

8198 20

198 20

195 20

5

7

40%

シャワー室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

5歳保育室

遊戯室

-

-

■３　利用運営状況

2管理・保育室棟 42年 432.00㎡

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 彼方幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市大字彼方325番地の1 敷地面積

所管部署

2,522.00㎡

310.50㎡

432.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

84/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 彼方幼稚園
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
また、本施設は敷地が土砂災害特別警戒区域に位置するため、検討が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

S 42年 18年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について建築後30年を経過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・保育室棟 S55 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

利用率

1979 S54

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

3歳保育室

4歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

保健室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

25%

30%

-

6198 20

198 20

195 20

5

6

30%

シャワー室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

5歳保育室

遊戯室

-

-

■３　利用運営状況

2管理・保育室棟 43年 416.00㎡

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 錦郡幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市錦織南一丁目2番10号 敷地面積

所管部署

1,957.00㎡

298.86㎡

416.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

37/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 錦郡幼稚園
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

S 43年 17年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について建築後30年を経過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・保育室棟 S54 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

- -

利用率

- - -

1984 S59

-

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

3歳保育室

4歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

会議室

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

保健室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

絵本の部屋 - -

30%

40%

-

8198 20

198 20

195 20

6

8

40%

給湯室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

5歳保育室

遊戯室

-

-

■３　利用運営状況

2管理・保育室棟 38年 713.00㎡

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 川西幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市新家一丁目3番2号 敷地面積

所管部署

2,912.00㎡

420.14㎡

713.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

新耐震

劣化度

72/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 川西幼稚園
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

S 38年 22年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について建築後30年を経過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・保育室棟 S59 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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利用率

1974 S49

可能コマ数 利用コマ数 利用人数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

―年間運営日数

No

7

8

倉庫

倉庫

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

給湯室

― 定休日 運営時間―

-

-

-

-- -

- -

- -

-

-

-

倉庫

倉庫

主な利用者・団体

利用率利用人数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 可能コマ数 利用コマ数

- - -

休園中

■３　利用運営状況

2管理棟 48年 238.00㎡

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

教具室

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 東条幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市大字龍泉566番地 敷地面積

所管部署

539.00㎡

168.00㎡

238.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震

劣化度

50/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 東条幼稚園
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

除却

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

本施設は現状休園中であり利用者等はありません。
「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定に向けて広く意見聴取を行いニーズの把握に努めます。

本施設は現状休園中ですが、維持管理コストが発生しています。
また、園舎についても耐震補強が未実施のため、耐震性が確保されていません。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

しかしながら、本施設については、平成22年度より休園中であり、耐震性も確保されていないことから、活用の検討を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

S 48年 12年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

本施設について、現在休園中であり、耐震性も確保されていないことから、廃止し除却を進めます。

施設整備計画

管理棟 1974 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

- -

利用率

-

-

-

-

-

-

1936 S11

-

-

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

会議室

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

3歳保育室

4歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

遊戯室棟 86年

1

2

3

4

5

プレイルーム

土地

234.00㎡

72.00㎡ 1

25.00㎡ 1

建物 市所有

S45

S48

S11

S51

延床面積

1

建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

職員更衣室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

絵本の部屋 - -

35%

75%

-

9198 20

198 20

195 20

7

15

45%

用務員室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

5歳保育室

遊戯室

-

-

■３　利用運営状況

1管理室棟 86年 191.00㎡

会議室棟 49年

1970 S45

52年 S

1976倉庫棟

209.00㎡

46年

1970

1973

1936

劣化度

避難所指定

市所有

1

保育室棟

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

園長室

6

■２　建物設置状況

建築年度

保育室棟 52年 220.00㎡ 1

■１　施設概要

施設名 青葉丘幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市加太二丁目8番14号 敷地面積

所管部署

2,884.00㎡

951.00㎡

951.00㎡

-

指定緊急避難場所

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震

劣化度

50/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

W

S 旧耐震 50/100

旧耐震（補強済） 50/100S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 青葉丘幼稚園

W 旧耐震 50/100

S 旧耐震 50/100

旧耐震（補強済） 50/100
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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倉庫棟 S51 60年

W 86年 -46年

S 46年 14年

遊戯室棟 S11 40年

S 49年 11年

会議室棟 S48 60年

S 52年 8年

保育室棟 S45 60年

S 52年 8年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

保育室棟 S45 60年

W 86年 -46年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設については耐用年数を超過した木造の棟が複数あるため、計画的な改築が必要となります。また、その他の棟についても建築後30年を経過している
ことから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理室棟 S11 40年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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富田林市個別施設計画 伏山台幼稚園

旧耐震 50/100S

所管部署

4,821.00㎡

408.17㎡

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

■１　施設概要

施設名 伏山台幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市伏山二丁目1番2号 敷地面積

土地

686.00㎡

-

なし

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

中分類

小分類

利用定員 在籍園児数

会議室

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

50/100

備考

5%

5%

-

10

1

1

50%

-

幼稚園

幼稚園

印刷室

6

■２　建物設置状況

建築年度

会議室棟 44年 66.00㎡ 1

劣化度

避難所指定

和暦

市所有 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦

築年数

財産関係

■３　利用運営状況

10

2管理・保育室棟 45年 620.00㎡

1978 S53

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

4歳保育室

5歳保育室

定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

給湯室

3歳保育室

職員数

9

-

- -

プレイルーム - -

198 20

198 20

195 20

-

園児及びその保護者

２４０日

No

7

8

1

2

3

4

5

遊戯室

1977 S52

絵本の部屋

保育日数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

-

-

-

-

-

-

-

-シャワー室

更衣室

職員室

９：００～１７：００年間運営日数

- - -

利用率

-

-

-

-

-

-

-

-

- -

- -

- -

-
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■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持

備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年が経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計画
的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。
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■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設について建築後30年を経過していることから、屋上防水・外壁改修工事を検討する時期を迎えています。
ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

管理・保育室棟 S52 60年

備考

会議室棟 S53 60年

S 45年 15年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

S 44年 16年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

利用率

1980 S55

可能コマ数 利用コマ数 利用人数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

職員数

9

10

―年間運営日数

No

7

8

倉庫

倉庫

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

土地 建物 市所有

延床面積建物名称
西暦 和暦

築年数

給湯室

― 定休日 運営時間―

- -

-

-

-

-- -

- -

- -

-

-

-

倉庫

倉庫

主な利用者・団体

利用率利用人数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 可能コマ数 利用コマ数

- -

倉庫

-

休園中

■３　利用運営状況

2管理・保育室棟 42年 453.00㎡

劣化度

避難所指定

市所有

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

シャワー室

6

■２　建物設置状況

建築年度

■１　施設概要

施設名 喜志西幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市梅の里四丁目7番1号 敷地面積

所管部署

1,700.00㎡

323.00㎡

453.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

旧耐震（補強済）

劣化度

84/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 喜志西幼稚園
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

本施設は現状休園中であり利用者等はありません。
「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定に向けて広く意見聴取を行いニーズの把握に努めます。

本施設は現状休園中ですが、維持管理コストが発生しています。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

しかしながら、本施設については、平成29年度より休園中であることから、活用の検討を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

S 42年 18年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

本施設について、現在休園中であることから、廃止の上、活用の検討を進めます。

施設整備計画

管理・保育室棟 1980 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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- -

- -

- -

利用率

-

-

-

-

-

-

-

- - -

1993 H5

-

-

保育日数 利用定員 在籍園児数

（注記） 劣化度は令和２年調査による。

室名

絵本の部屋

職員数

9

10

９：００～１７：００年間運営日数

No

7

8

給湯室

3歳保育室

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

3

4

5

会議室

遊戯室

土地

60.00㎡

建物 市所有

H6

延床面積

1

建物名称
西暦 和暦

築年数

園児及びその保護者

印刷室

２４０日 定休日 運営時間
土・日曜日・祝
日・年末年始

-

- -

プレイルーム - -

45%

65%

-

14198 20

198 20

195 20

9

13

70%

シャワー室

職員室

主な利用者・団体

利用率在籍園児数

■

□

直営

指定管理

ー

施設利用状況
（令和3年度）

室名 保育日数 利用定員

- -

4歳保育室

5歳保育室

-

-

■３　利用運営状況

1保育室棟 29年 324.00㎡

1993 H5

28年 S1994

劣化度

避難所指定

市所有

会議室棟

中分類

小分類

財産関係

幼稚園

幼稚園

職員更衣室

6

■２　建物設置状況

建築年度

管理・遊戯室棟 29年 270.00㎡ 1

■１　施設概要

施設名 津々山台幼稚園 建築面積

大分類 子育て支援系 延床面積

所在地 大阪府富田林市津々山台一丁目20番9号 敷地面積

所管部署

2,000.00㎡

654.00㎡

654.00㎡

-

なし

備考

（注記） 劣化度は令和2年調査による。

階数
(地上)(地下)

耐震性

新耐震

劣化度

72/100

教育総務課教育総務部

制限事項

構造

S

新耐震 72/100S

令和5（2023）年3月策定
令和5(2023)年⇒令和9(2027)年

富田林市個別施設計画 津々山台幼稚園

新耐震 72/100
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備考

課題及び考慮する点

義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長すること。

維持

新たな保育・子育てニーズへの対応

幼稚園全体の総量を勘案しながら、公立園の役割について検討

利用者等の意向把握

保護者アンケートやＰＴＡの会議等で寄せられる要望等について、園の管理職を通じて把握しています。また、教職員組合等各種団体からの要望については定期
的な懇談等により把握しています。これらの施設整備等に関する要望を精査し具現化に向けた取り組みを行うことで、満足度の向上を図ります。

大規模改修が必要となる目安の建築後30年近くが経過しているため、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」に基づく再配置の取り組みを踏まえた、計
画的な施設整備が必要です。
入園希望児数が施設の利用定員を大きく下回っていることから、再編成について検討が必要です。

■４　公共施設再配置計画における方針

建物方針

具体的取組

主な課題

「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」の策定のなかで、以下の通り検討を進めます。

・一定規模の集団を確保しつつも現在のきめ細やかな幼児教育を実現するために、適正規模の園になるよう再配置の取り組みを進めます。
・現在実施中の「3年保育」「預かり保育」「給食」について、持続可能な運営について検討します。
・エアコンの設置や誰もが楽しめる遊具の設置、園児が使いやすいトイレへの改修など、子どもたちが健やかに育つ環境整備を計画的に進めます。
・担任以外にも養護教諭や介助員、幼稚園サポーターなどさまざまな人材を充実し、きめ細やかな保育に努めます。
・施設について、老朽化が著しい箇所、危険な箇所についての改修を進め、建築後経過年数が30年を超えるものについては、ライフサイクルコストの縮減を図りな
がら、上位計画である公共施設等総合管理計画および公共施設再配置計画の内容をふまえて計画的に施設整備を進めます。

機能方針に伴う行動方針

行動方針に伴う行動計画

平成30年3月に策定した公共施設再配置計画において、機能面は「保育・子育て支援の充実及び幼児教育の質の向上に向け機能を維持」としていることから、現
在、新たな保育・子育てニーズへの対応につながる施設のあり方について、「富田林市立幼稚園・保育所のあり方基本方針」を策定中です。

■５　施設機能計画について

設置目的

機能方針 維持
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S 28年 32年

会議室棟 H6 60年

S 29年 31年

整備費用概
算

（百万円）

対策による
効果構造 築年数 耐用残年数

令和5年度
2023年度

令和6年度
2024年度

令和7年度
2025年度

令和8年度
2026年度

令和9年度
2027年度

建物名 設置年度 耐用年数 計画期間

以降の投資

備考

管理・遊戯室棟 H5 60年

S 29年 31年

■６　施設整備計画について

建物方針に伴う整備方針について

平成30年3月に策定した「公共施設再配置計画（前期）」における建物方針としては、維持としていることから、耐用年数60年以上の確保を目的とした建物の適切
な維持管理を実施することで長寿命化を進めます。
なお、本施設については本計画期間中に建築後30年を迎えることから、今後の計画的な整備の検討を進める必要があります。

ただし、各園の規模・建物状況・立地等を勘案し、再配置に向けた具体的な取り組みを進めるなかで、整備計画の見直しを行います。

施設整備計画

保育室棟 H5 60年

令和6年度以降の整備内容および整備費用については、予定であ

り、今後の財政状況等により変動することがあります。
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